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論 文 の 要 旨 

本論文は顧客によるモバイル情報サービス（MIS）の受容と顧客の生活の質 (QoL) 向上につながる

MIS のニーズに関する理論的研究を行ったものである。６章で構成され、１章は序章、２章から５章

は顧客による MIS の受容の理論的研究および MIS による顧客の生活の質 (QoL) の向上に関する理論

的研究、６章は考察、貢献、結論をまとめたものである。 

顧客による MISの受容の理論的研究ではまず MISのニーズの構造を因子分析により分類し、主に情

報集約、エンターテインメント、コミュニケーションの３つの因子を特定している。次にモバイルエ

ンターティンメントサービス（MES）に注目し、その使用意図に影響を及ぼす要因を TAM-TPBモデル

により共分散構造方程式を用いて識別している。さらに、様々な異なる環境において、特に先進国と

発展途上国の 2国間および同じ国の 2時点間での MESの使用意図への影響要因に関する類似性や差異

を TAM-TPBモデルにより確認している。最後に MISによる顧客の生活の質 (QoL) 向上に関する理論

的研究ではボトムアップ‐波及理論により、サンプル数に対して構成概念の数が多いため PLS構造方

程式を用いて分析を行い、個別の MIS が全体的生活の質 (QoL) 向上の貢献に関する興味深い知見を

得た。 
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審 査 の 要 旨 

【批評】 

最初の研究では 2009 年での 2 つの先進国、日本と米国における類似した MIS のニーズ構造を確

認的因子分析により３つまたは４つの因子として識別した。次に、MES の受容研究において一つの発

展途上国、バングラデシュにおける 2014 年での若者の MES の受容は 2009 年の先進国である日本と

米国での若者の受容と同じ受容段階にあるという仮説をたてた。バングラデシュの若者について MES

に関する知覚行動制御、知覚価値、態度が行動意図に影響を与えることを表した TAM-TPBモデルをベ

ースとし分析を行った。その際に 3 つの追加の構成概念である知覚快楽、知覚利便性と知覚使用容易

性の構成概念に関する質問項目を加えた。ベースのモデルは支持されたが、追加の構成概念は支持さ

れず、2009 年現在の日本の若者と 2014 年のバングラデシュの若者について MES 使用意向の 2 国間

比較でほぼ同じ結果を得た。したがって、この MES利用に関する TAM-TPBモデルは若い顧客間での普

遍性を持つことを示唆し、技術拡散タイミング調整後、先進国と発展途上国の双方で TAM-TPBモデル

が適用できることを示した。しかし、バングラデシュでの３つの追加の構成概念が支持されなかった

部分ついては深い考察が必要である。さらに、日本について 2009 年と 2014 年との時間差コンテキ

ストで類似性・差異を検証した。2009 年では知覚価値は態度を介して使用意図の間接効果を持って

いたが、両構成概念は 2014 年の日本の使用意図には影響を及ぼさなかった。逆に、知覚行動制御は

2009 年では MES の使用行動意図に態度を介して間接的に影響を及ぼしていたが、2014 年ではその間

接的影響はなく直接的に影響を及ぼした。 これは 2014年では MESの価値を多くの人が認めるように

なり、知覚価値は行動意図の決定要因として重要性(顧客間の変動性)が以前より減少したと解釈し

た。一方で、2009 年では MES の使用意図は一般的な行動の範疇ではなかったため、行動意図は顧客

間で態度を通して反映されているが、2014 年では MES 使用経験の増加により自信を持って MES の使

制御が可能と考えた顧客とそうでない顧客の差が大きくなったと解釈できる。これらの研究は、国境

を越えた若い顧客間で、異なる時間において、提案した TAM-TPBのフレームワークは MESの使用行動

意図の決定要因の把握に役に立つことを示唆した。さらに、MES の使用意図に対する知覚価値、知覚

行動制御、態度の影響に関して、初期と後期の新興市場の時間的作用を考慮して、特定の市場に合わ

せてカスタマイズする必要性を導き、その要因を特定したことは新規性がある。最後に、異なる生活

次元における顧客の MIS ニーズが顧客の生活の質向上に関する理論的研究では、2013 年の日本のケ

ースを取り扱い、既存研究と類似した結果や異なる結果を示し、興味深い知見を得た。 

【最終試験の結果】 

平成 28年 1月 21日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著

者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員

によって、合格と判定された。 

【結論】 

上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（マネジメント）の学位を受け

るに十分な資格を有するものと認める。 
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